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芸術資源研究センターニューズレター　創刊号04

長尾好則氏への聞き取り

塩見允枝子氏への聞き取り

山崎脩氏への聞き取り

オーラル・ヒストリー
芸術関係者に聞き取り調査を行い，
オーラル・ヒストリー（口述資料）として記録・保存，研究する。
京都における本学ゆかりの作家を中心に，
戦後日本美術，京都画壇，フルクサスに焦点を当てる。

プロジェクト

　本研究の目的は，オーラル・ヒストリーの手法を用いて，
戦後日本美術を担ってきた美術関係者，中でも本学ゆかりの
美術家や，京都を舞台に活動してきた美術家，美術批評家，
美術館学芸員に聞き取り調査を行ない，戦後日本美術に関す
る研究の基礎資料をつくることである。
　戦後日本美術は，具体美術協会などの一部の例外を除いて，
東京で活躍した美術家を中心に議論されてきた。それは，戦
後日本美術の言説が，東京の美術批評家が中心となって，東
京で発行される美術雑誌において形成されてきたことに加え
て，関西よりも数が多い関東の美術館で開かれる展覧会を通
して，その言説が再生産されてきたからである。
　しかし，関西でも美術家たちは旺盛な制作活動を行ってき
た。京都市立芸術大学（あるいはその前身の京都市立絵画専
門学校，京都市立美術専門学校，京都市立美術大学等）は，
関西はもとより国内外で活躍する美術家を数多く輩出してき
た。だが，彼らの活動は，東京を中心とする日本の美術言説
の中では十分に議論されているとは言い難かった。さらに，
批評家中心に形成される美術言説が，作家自身の声を見えに
くくしてきたという事実も強調されるべきであろう。本研究
は，戦後日本美術に関する従来の言説が十分に扱えなかった
関西の戦後美術の動向を対象とし，とりわけ作家の声を中心
に集めるものである。
　関西の戦後美術の動向に関する証言を得るために，まず，
本学で教員を務めた名誉教授に話を聞く。先述のように，本
学は関西で活躍する美術家を数多く輩出しており，本学の名
誉教授に話を聞くことで，関西の美術状況の多くを知ること
ができるからである。聞き取り調査では，本人の制作はもと
より，本学の美術教育や卒業生などについても話を聞くこと
で，大学教育という視点から，関西の戦後美術に関する言説
の構築を試みる。
　1年目は，油絵専攻の森本岩雄先生，版画専攻の舞原克典
先生，彫刻専攻の山崎修先生，福嶋敬恭先生にお話を伺った。
その際，各専攻で現在教員を務めるサイモン・フッツジェラ
ルド教授，出原司教授，中原浩大教授，そして，国立国際美
術館学芸員の安來正博氏，卒業生の藤原信氏の協力を得た。
　録音・録画したインタヴューは，書き起こしたうえで，芸
資研のウェブサイトで公開し，広く一般の利用に供すること
にする。本研究によってつくられる基礎資料は，特定の研究
者だけが利用できるものにはせず，関心を持つ者全てがアク
セスできるようにする。そのことによって，戦後日本美術の
オーラル・ヒストリーが，関西の戦後美術に関する言説を活
性化することを目指している。

（加治屋 健司）

（※はプロジェクトリーダー）
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芸術資源研究センターニューズレター　創刊号05

　近世の京都は，江戸に次いで多くの画家が集住する日本
絵画の中心地のひとつであった。近代になると流入する西
洋絵画に対して，自らのあり方をみつめなおす機会も増し，
その結果として新しい日本絵画の様式が誕生する。東京と
京都では画家たちの近代化に対する考え方も実践の方法も
異なり，京都の日本画家たちに対して京都画壇という呼称
も使われるようになった。今日なおこの言葉は生きている
が，時代の流れの中で次第にその姿は変化していく。本事
業では，京都画壇を画家だけがつくるものとは考えず，そ
れを支える諸業との関わりの中に成立するものと考える。
絵画が制作され鑑賞される京都という場の記録として，現
在の視点から京都画壇にかかわる記憶を収集し，後世に伝
えることを目的とする。
　今年度考えたのは，二つの柱である。ひとつは京都の画
系についての記録，そしてもうひとつは伝統的な画材の記
憶である。近世の京都の絵画界をみれば多くの門流があり，
京都府画学校が生まれた時でさえ京都には，土佐派，狩野
派，四条派，鈴木派，望月派と幾多の流派がひしめいてい
た。世代交代を経て，今日ではこうした近世以来の画系を
伝える家も極めて少なくなっている。また，絵を書くため
の画材の世界もこうした状況の中で大きな変化を余儀なく
されている。そこで，今回三件の取材を行った。七彩画房
の長尾好則氏の画材についてのお話は，また改めて紹介す
るとして，ここでは，画系に関わる二つのインタヴューの
背景についてお話したいと思う。
　一つめは，桃山時代の絵師として知られる長谷川等伯の
系譜に連なる仲家である。仲家は長谷川等伯の子宗也の末
裔である等宗の娘との婚姻によって長谷川家の縁者となっ
た。現在当主の仲春洋氏は，本学の前身絵画専門学校の卒
業生でもあり，その思い出話は，かつての学校生活の記録
としても貴重である。長谷川家は宗也以後絵屋として屏風
などの世俗画を制作していたと考えられるが，江戸中期に
は絵仏師として活動の場を広げ，江戸後期には高野山など
で多くの画事にあたった。長谷川家に伝えられた粉本は仲
家に継承され，幸運にも長谷川家の系図や過去帳も継承さ
れている。
　そして二つめは，江戸時代中期の望月玉蟾にはじまる望
月派を継承する望月家である。玉蟾は蒔絵の家から絵師に
転身したが，その後，玉仙，玉川，玉泉，玉溪，玉成と画
系を継承し，七代となるのが現当主で漆工作家である望月
重延氏である。望月派は玉泉が画学校開校の建議に加わり，
開校後も東宗という写生派の教室を担当して学校の歴史に
大きな貢献をした。望月家は代々絵事を業としたため，膨
大な粉本すなわち写生や模本，草稿が継続して蓄えられて
おり，これらは近年まで家で大切に守られてきた。江戸中
期以来の画系がほとんど完全な形で粉本を継承している希
有な事例であり，この膨大な粉本を伝える苦労は並大抵で
はなかったと思われる。
　貴重な粉本を守り伝える，二つの家の当主にお話をうか
がい，京都の絵画門流の記憶を記録したいと考えている。

（松尾 芳樹）

　本研究の目的は二つある。
（1）オーラル・ヒストリーの手法を用いて，フルクサスに
関わったアーティストに聞き取り調査を行ない，「フルクサ
ス」についての基礎資料をつくることを目的とする。フル
クサスについてはこれまでにも欧米を中心として多くの資
料が出ているが，活動の実態は十分に捉えられているとは
いえず，とくに日本人アーティストの証言は少ない。多く
の日本人が関わった「フルクサス」という前衛芸術運動と
は何だったのか，その実態について資料をまとめてアーカ
イブ化し，英語に翻訳して世界に発信していきたい。イン
タヴューの対象は日本人を中心とするものの，日本人に限
定するのではなく，機会をとらえて可能性のあるアーティ
ストから行なっていく予定である。
（2）もうひとつの目的は，この基礎資料をもとに，フルク
サスという運動において，「音」が果たした役割を考察，研
究することである。フルクサスの運動にはしばしば音楽家
が関わっており，「音」はひじょうに重要な役割を果たして
いた。このオーラル・ヒストリーのプロジェクトでも，「音」
に関わることを含めてインタヴューを行ないたい。そのう
えでフルクサスの運動をサウンド・アートの先駆的な試み
として捉える可能性を探ってみたい。
　まず，比較的コンタクトのとりやすいアーティストから
インタヴューを開始する。初年度は，東京都現代美術館で
開催された「フルクサス・イン・ジャパン 2014」のため
に来日した Eric Andersen のほか，靉嘔，塩見允枝子各氏
へのインタヴューを行なった。基本的に２人一組で行なう
が，場合によっては一人でインタヴューを行なうこともあ
る。Andersen 氏の場合は，急にインタヴューが決まったた
め，一人で行なった。２年目には，イタリア在住の Philip 
Corner などへのインタヴューを予定している。
　インタヴューは録音の書き起こしを行ない，インタヴュー
対象者の内容確認を経て，芸資研ウェブサイト上で公開す
る。日本語でのインタヴューには英訳を，英語のインタ
ヴューには日本語訳をつけ，日英二カ国語での公開を目指
す。フルクサスについてこれまでにあまり知られてこなかっ
た内容をネット上で公開し，広く知ってもらうことは重要
である。特に，美術の運動として捉えられてきたフルクサ
スに，音楽出身のアーティストが大きく関わっていること
を知ってもらう意義は大きいと思われる。

（柿沼 敏江）



西
洋
音
楽
の
記
譜
研
究
　
書
か
れ
た
も
の
と
響
く
も
の

※

　
柿
沼
　
敏
江
　（
音
楽
学
部
教
授
）

　
　
高
野
　
裕
子
　（
芸
術
資
源
研
究
セ
ン
タ
ー
非
常
勤
研
究
員
）

　
　
竹
内
　
直
　
　（
芸
術
資
源
研
究
セ
ン
タ
ー
非
常
勤
研
究
員
）

伝
統
音
楽
・
芸
能
の
記
譜
研
究

※

　
藤
田
　
隆
則
　（
日
本
伝
統
音
楽
研
究
セ
ン
タ
ー
教
授
）

　
　
上
野
　
正
章
　（
大
阪
大
学
文
学
研
究
科
招
聘
研
究
員
）

芸術資源研究センターニューズレター　創刊号06

2014 年７月１日，開設記念シンポジウムより
謡の記譜法創造の一例。
映し出された映像の中央は，伝統的に使われている楽譜（謡本）。
その左右には，学生によるあたらしい記譜の試みを配置。
相互に対照的な態度にもとづく記譜を左右に配置した。

記譜プロジェクト
楽譜研究の手法を基盤にして，日本の伝統音楽や民俗芸能，
西洋音楽の記譜法を研究すると同時に，作品や創作プロセス
も含めて記譜法を広く捉え直すことで，記譜を新たな芸術創
造の装置とみなし，その表現の多様性を探る。

　「記譜法」（ノーテーション）は，芸術資源研究センター
設立の準備段階から，美術と音楽，伝統音楽の３つの領域
をまたぐ共通のテーマとして設定されてきた。異なる分野
の人間が共同で行なう研究のなかから，新しい発想や研究
の視点を得ることを企図している。そうしたなかで，この
プロジェクトは西洋音楽を中心とした記譜への新しいアプ
ローチを行なうことを考えている。とくに，音楽上の記譜
に関して，書かれたものと，実際の音との間の関係性を研
究しようとするものである。
　以下の二つのテーマを設定して研究を行なう。
（1）西洋の古楽における多様な記譜のなかから，音楽の構
成の論理を読み解いていく。特にバロック時代の記譜にお
いては，書かれた音と実際に演奏される音との間にずれが
あった。記譜されたものと記譜されないもの，あるいは習
慣として伝えられるものとの関係性に着目し，記譜のメカ
ニズムを解明する。
（2）現代音楽（西洋と日本）における記譜のなかから，特
に図形楽譜をとりあげ，音楽のあり方の何に変化が起きた
のかを解明する。特にジョン・ケージなどのアメリカの実
験作曲家たちの不確定性の音楽における図形をもとにした
多様な記譜のあり方を研究し，実際に演奏を行なうことに
よって，記譜のメカニズムと結果としての音のあらわれと
の相関関係を解明する。
　プロジェクトのメンバーによる研究会を毎月行ない，記
譜に関する諸問題について学び，議論を行なう。各自がそ
れぞれの研究を持ち寄って，経過報告をし，意見交換を行
なう。高野はバロック音楽を中心とした古楽やバロック・
ダンスの舞踊譜について，竹内は現代日本の作曲家の記譜
法や採譜のあり方について，また柿沼は現代アメリカの図
形楽譜を中心に発表を行なう。
　研究会での成果を研究発表（講演）および演奏会の形で
報告する予定である。初年度は準備段階としてもっぱら研
究発表を活動の主体とする。そして次年度に，バロック・
ダンスの舞踊譜と音楽との関係について，研究発表と演奏
を組み合わせた演奏会を行なう予定である。また 3年目に
は現代音楽と記譜に関する何らかのプロジェクトを行なう
予定である。ダンスと音楽による成果発表に美術学部から
の参加の可能性を探り，多角的なプロジェクトとなること
を期待している。こうした試みを通して，分野を越えた横
断的な研究が展開される意義は大きいと思われる。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （柿沼 敏江）

　日本をふくむ東アジアの伝統音楽の世界では古来，さま
ざまな種類の，書かれた楽譜が伝えられている。日本にお
いても，笛，琵琶，笙，琴などの楽器を中心に，平安時代
にさかのぼる貴重な古楽譜が残されている。当時の演奏が
どのようなものであったのかを知るためには，文学や日記
などの文字資料を参照するだけではなく，楽譜に見られる
記号同士の論理的整合性，楽器や声が持っている物理的特
性などを考慮し，推論することが必要不可欠である。多面
的な取り組みが必要なのである。
　本プロジェクトは，日本伝統音楽研究センターに所蔵さ
れている資料および楽器を使って，古い楽譜の解釈を行な
い，演奏を行なうことをめざす。伝音センターでは本年度，
遠州地方で民俗芸能として伝承されている演奏と，雅楽の
古楽譜解釈を合わせる試みを，田鍬准教授を中心に行なっ
ている。成果の一部は，日本伝統音楽研究センター公開講
座（平成 26 年 9 月 14 日，芸術資源研究センター共催）に
おいて演奏のかたちで示された。当日の演奏は，伝音セン
ターの YouTube などを通じて公開される予定である。
　ところで，原理的に考えるならば，記譜は，失われる音
を元通りに復元する，あるいは思い出すことを第一の目的
として発生したものである。しかしながら，ことはまっす
ぐには進まない。逆説的ではあるが，後の者が，書かれた
内容に忠実であろうとすればするほど，書かれていない膨
大な領域が意識され，予想をこえる大きな変化がおこりう
る。記譜は，オリジナルから逸脱する方向をふくみ込んで
いる。
　この側面にも意識を向けた上での，本年度のもう 1つの
取り組みは，開設記念シンポジウムのワークショプにおい
て示した，新しい記譜法提示の試みである。美術学部総合
基礎の学生に，舞や謡を繰り返し見せ，聞かせた上で「そ
れを忠実に再現するために，必要な楽譜を構想せよ」とい
う課題を出した。その結果生まれたさまざまな楽譜が，次
に示すような対立を軸に整理された。
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《法と星座　Turn Coat / Turn Court》

　「記述／規範化」（descriptive/prescriptive），「主観的／客観的」
（subjective/objective），「具体的／抽象的」（concrete/abstract），
「類似的／象徴的」（iconic/symbolic），「流れ／小単位への分割」
（stream/packet）「アナログ／デジタル」（ analog/digital），「動
き／型」（movement/pose），「過程／結果」（process/product），
「表わすもの／表わされるもの」（sign/object）。
　これらの対立軸によって整理された学生の描いた作品（記譜
法）のイメージを背にして，能楽師や学生に，舞をまってもらっ
た。このパフォーマンスは，舞と記譜，あるいは記譜同士が相
互に支え合い，また離反しあう，時間と空間を生み出すことが
狙いであった。
　これまでもずっと，伝統音楽は，自らの保存のために，時代
にあわせた新たな記譜法を開発してきた。保守的な伝統音楽の
世界において，さらに新しい記譜法の提示を行い，伝統音楽の
改革や活性化への知恵を生み出すのが，このプロジェクトの目
的である。　　　　　　　　　　　　　　　　　　（藤田 隆則）

　「Notation 記譜法」とは，一般には，楽譜，舞踊譜など芸術諸ジャ
ンル内の「行為の記録」（書くこと）と「再生の指示」（読むこと）
を行うものとされている。本研究「未来の記譜法　言語･イメージ･
身体に運動を起こす装置」においては，厳密なスコアを有したもの
だけでなく，「言葉･イメージ･身体」に運動を起こす流動的な「装置」
として広く記譜を捉え返すことで，「記録」と「再生」にとどまら
ない「領域横断的な創造的行為」としての記譜法の可能性を探求す
る。多様な感覚･技術の交通という視点からの記譜へのアプローチ
は，読む，書く，視る，聴くという従来の諸ジャンルに固定された「鑑
賞形態」，歴史的文脈内に於ける「作品」「作者」概念や「資料体･
集蔵体」（アーカイブ）の場を転移し「創造的誤読」へと導く新た
な理論と制作の実践となるであろう。
　初年度は，「法と星座　Turn Coat / Turn Court 」プロジェクトを
ヨコハマトリエンナーレ 2014 で行うと共に，その展開として「装
飾と犯罪　Sense / Common」プロジェクトを PARASOPHIA 京都国
際現代芸術祭 2015 で展開している。
　上記のプロジェクトは，2013 年度から進めてきた「犬と歩行視」
プロジェクトの延長線上にあり，1983‒1985 年に京都アンデパン
ダン展で展示された Court シリーズ（林剛＋中塚裕子）における「視
ること・話すこと」の位相を変えて身体・領土・健康・安全の再配
置を試みた。それは，政治哲学の分野で使用されてきた「身体を貫
通する権力」と「行為の記録・再生の指示」として芸術諸ジャンル
で個別研究されてきた「記譜」との関連から捉える試みでもある。

関連事業
□横浜トライアル
　国内外の音楽家，科学者，哲学者，文学者と共同で，「横浜トラ
イアル」という催しをヨコハマトリエンナーレ 2014 期間中に開催
した。演劇でも，講義でも，パフォーマンスでもない，「その他の
新しいケース」という意味で，この催しには，「CASE」という名称
をつけた。Case とは「訴訟」の意味を含むが，今回は，裁判のス
タイルを借りて，陪審員（事前に公募した中から選ばれた方と，こ
ちらで指名した方の合計 11 名が陪審員として参加した），傍聴人
（Case が開かれる当日に，整理券を発行し，先着 20 名の方が傍聴
できる）として観客の方々に参加していただいた。これらの Case
開催中は，「審議中」の札が赤い法廷の入り口に掲示され，法廷内
への入室は禁止となる。審議中は，他の観客は入室出来ないことが
重要なポイントであり，「排除と選別」のシステムを「可視化」し，「排
除されることにおいて，観客は，このゲームに参加している」とい
うことになる。
　テニスコート，法廷，監獄は，「話すことの体制」「視ることの体制」
が「身体を貫通する生権力」において離接的に響き合っている。そ
のような構成でプロジェクトをとりあえず進めた。
□《装飾と犯罪　Sense/Common》
　PARASOPHIA 京都国際現代芸術際 2015 では，ヨコハマトリエン
ナーレ 2014 での CASE・MODEL に呼応し，同時に，漂白する試み
として《装飾と犯罪　Sense / Common》を京都市美術館 209 号室
で展示する。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（高橋 悟）
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森村泰昌に関する文献資料

　平成 24 年度末の富本憲吉記念館所蔵の資料 558 点の寄贈に引
き続き，平成 26 年 4 月に富本憲吉記念館所蔵の資料の追加寄贈
を受け，富本憲吉記念館所蔵の資料は全て本学へ移管された。
　富本憲吉（1886‒1963）は，人間国宝，文化勲章受章者であり，
本学の前身である京都市立美術大学で教授，学長を務め，陶磁器
専攻科を創設した近代を代表する陶芸家である。富本の陶磁器に
対する造形的思考は現代陶芸に一貫するものであり，その影響を
受けた陶磁器関係者は多岐に渡る。その思考の原点であるバー
ナード・リーチとの交換書簡や渡英時の書簡やその他の書簡，書
籍などから，富本の造形的思考の源泉を明らかにし，近代・現代
工芸における西洋的造形思想と日本的工芸の関係性を探求するこ
とが本研究の目的である。
　平成 26 年度は，「富本憲吉アーカイブ・辻本勇コレクション」
研究の主たる資料であるバーナード・リーチとの往復書簡の研究
が立命館大学アート・リサーチセンター日本文化資源デジタル・
アーカイブ研究拠点において「富本憲吉とバーナード・リーチ往
復書簡の研究　京都市立芸術大学所蔵資料を中心に」として共同
研究に採択された。バーナード・リーチ往復書簡については，立
命館大学において翻刻作業を行ない，「富本憲吉̶バーナード・
リーチ往復書簡」のデータベース制作を行なった。　
　本学において，平成 26 年度は，新たに本学に寄贈された資料
群の整理と研究を行なうと共に，昨年度のシンポジウム「富本憲
吉のことば」中で取り上げた『わが陶器造り』の出版に向けた準
備を行なっている。『わが陶器造り』は富本憲吉が京都市立美術
大学（現京都市立芸術大学）の着任に際し，教科書として執筆し
た未定稿の著書である。随所に富本の作陶観，作品観である因襲
にとらわれず陶芸の本質を追求し，きわめて知性的な芸術論を
持って，オリジナリティーある陶芸を創造することがいかに大切
かが，やきものの歴史，技法を通して語られている。本著は，富
本憲吉という陶芸家としてのあり方の軌跡だけではなく，日本の
陶芸，工芸のあり方に対する提言と言うべき内容である。それは，
教科書の範疇を凌駕した内容となっており，近代・現代工芸にお
ける西洋的造形思想と日本的工芸の関係性の探求において，非常
に重要な著書である。
　本著の刊行にあたり，オリジナルの収録とともに，ガリ版刷の
翻刻と，富本が本著で記しているが実現出来なかった写真や説明
図を新たに加える。また，昨年，京都国立近代美術館で行ったシ
ンポジウム「富本憲吉のことば」より，乾由明先生，柳原睦夫先生，
森野泰明氏が行った鼎談を収録し，平成 27 年 5 月に里文出版よ
り刊行予定である。
　平成 27 年度はリーチとの往復書簡に関しての共同研究者であ
る，鈴木禎宏氏との共同研究を行ない，平成 29 年度にはその成
果として，「富本・リーチ往復書簡」を前﨑信也，鈴木の共著に
て出版を予定している。　　　　　　　　　　　　　 （森野 彰人）

　名画の中の人物や著名人に扮する作品で知られ
る，本学出身の現代芸術家・森村泰昌に関する文
献資料のデータベースの構築・活用方法を検討し，
各資料が書かれた当時の文化的背景を考察するこ
とが目的である。日本の現代美術を代表する一人
として，国際的に活躍を続ける美術作家，森村泰
昌関連の O 氏所蔵文献資料の現物にあたることに
よって，周囲の記事や当時の文化的背景などにつ
いても合わせて検討を進め，考察してきた。
　O 氏の資料収集の方法には特徴があり，森村に
関する記事の掲載箇所のみを切り抜くのではな
く，資料の本体をまるごと保管するという方針に
基づいている。その時同時に掲載されていた他の
記事内容や，デザインなどからも時代背景を知る
ことができ，関連記事だけではわからない様々な
情報を読み取ることが可能になる。また，後に編
集される図録や作品集などにはほとんど出てこな
いような作品についても，同時代の記事にはしき
りに取り上げられている場合も多く，森村研究に
とって貴重な資料体である。
　現在，森村泰昌に関する O 氏所蔵の文献資料の
うち，1980 年代から 2000 年までの雑誌，展覧
会図録，パンフレット，新聞記事など（自筆，対談，
インタヴュー，他筆含む）約 3000 件について，
整理を進めている。作品タイトルや展覧会名でも
関連記事が検索できるようにと電子化を進め，将
来的には研究者向けのデジタル・アーカイブを構
築することを目指す。テーマ演習として大学の授
業の中に組み込み，毎週木曜日の午後に集まって，
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『わが陶器造り』富本先生誕生日富本憲吉と近藤悠三（1956 年）



本年度は主に 1998 年から 2000 年までの
ファイルに入った新聞やチラシ類のデータを
シートにまとめてきた。また，それと並行し
てこうした文献資料アーカイブをどのように
活用しているのかの実例を見学したり意見交
換をするために，美術館やギャラリーを訪ね，
討論を重ねた。京都国立近代美術館や国立国
際美術館，ギャラリーすずき，アートスペー
ス虹，ギャラリーモーニング，galerie16，ギャ
ラリー @KCUA などを訪れ，＠KCUA では開
催中のアピチャッポン・ウィーラセタクン個
展「PHOTOPHOBIA」について解説を受ける
と同時に，関連資料の蓄積や活用について実
例を見学した。11 月にはアートコートギャ
ラリー（大阪）にて，大西康明展を見学し，
大西氏とギャラリーからお話を伺い，文献の
活用ならびにインスタレーションの保存と活
用についても意見交換を行なった。現代美術
はとりわけ，素材が多様化し，展示方法も様々
であることから，長期保存についての問題が
多く生じている。大西氏の作品も，例えばホッ
トボンドを用いた作品は現場制作で，展示期
間が終わると撤去して廃棄されることが多
く，長期保存には向かない。ただし，素材や
制作方法を工夫することで，移動や再設置も
可能となる。近年国内でのインスタレーショ
ン形式の発表が続いた大西氏は，今回の大阪
ではあえて彫刻作品の展示という形を取り，
全ての作品は保存・販売が可能であった。
　森村関連資料の活用については，資料の特
徴と意義についてテーマ演習にて取り組んだ
ほか，芸術学修士課程の特殊演習でも主題と
して取り上げ，文献資料を活用しながら，ど
のように森村を巡る言説が生み出されていっ
たのかを研究した（※）。次年度も引き続き，
デジタル・アーカイブの構築に努めるととも
に，その一部の公開や活用について検討し，
研究経過の報告会なども視野に入れながら進
めていきたい。

（加須屋 明子）

　本学美術学部は，専攻別の入試と教育を行なう一般の美術系大学と異なり，実技系
における統一入試や，専攻での専門教育に並行する全専攻横断型のカリキュラムなど，
特異といえる教育体制をとっている。背景にあるのは，1970 年の大学改革案である。
そこでは各専門分野の分立に先立つ造形芸術全体の共通の課題があること，また学生
個々人の自主的な学びの姿勢と意思決定を促進・尊重することが唱えられた。それに
対応するシステムとして，専攻の撤廃と研究テーマによる工房制が提案されたが，現
実には，工房の物理的制約や専門教育の一貫した質の確保などの理由により，改革案
を全面的に実施することはできず，1980 年の再検討により，造形（美術）科・デザ
イン科・工芸科の 3科 11専攻体制になり，現在に至っている。
　だが，当初の改革案の中ですぐに実行に移され，現在も継続して実施されている独
特なカリキュラムがある。その代表的なものが，新入生全員が 1 年次前期の半年間に
わたって履修する全専攻横断型の実技カリキュラム「総合基礎実技」である。
　「総合基礎実技」は，改革案が出された翌 1971 年に「共通ガイダンス」という科
目名で始まった。その際の「実技運営指導計画案」には次のように目的と方針が述べ
られている。
　「将来ここの学生が，各自の専攻分野を選択するためのガイダンス的な性格と，“あ
らゆる美術の根本は共通である” という思想に基づく，造形基礎教育的性格を併せ持
つものである」。
　「造形の基礎とは，単なる技術の伝授や，造形形式における要素訓練などの造形手
段にあるのではなく，改革案にいうイメージの創造につながる美的直観力や感覚の陶
冶，創造性の開発等，美術活動の根底的なものでなくてはならない。このことをふま
えた上で，限られた物的，人的，時間的諸条件の中で，可能な教育システムとして，
4教室12週の授業を計画する。これらは，各担当教員の専門的体験にもとづき，個性的，
創造的に行うものとする」。
　以後，40 数年にわたって，さまざまな見解や立場の対立をはらみながらも，年毎
にさまざまな専攻の教員が集まり，相互触発的に課題を創出しながら運営を続けてき
た。それらの多様な課題の創出過程とそれに応える学生作品の変遷は，そのままわが
国の芸術思潮と芸術教育の先鋭な歩みの一端を示すものといえる。
　しかしながら，半年ごとに入れ替わる断続的な組織体制も一因して，授業内容とそ
の変遷が一貫した資料としてまとめられたことはなかった。「総合基礎実技アーカイ
ブ」は，過去から現在に至る総合基礎の課題とその成果，および指導体制を順次資料
化し，アクセスしやすいかたちで整備することによって，本学部独自の芸術教育をさ
らに充実させる確かな「礎」の創出をめざす。と同時に，芸術の創造・研究・教育に
取り組む人々に豊かな造形教育のアイデア・ソースと考察材料を提供し，創造的な芸
術文化の振興に貢献できればと考える。
　今年度に始まったアーカイブ化の作業は，授業のない後期に，原則として週に半日，
2 名の総合基礎非常勤講師と当方が手探りで取り組んだ。まず現物資料の一貫した整
理を行ない，パソコンやスキャナー，ハードディスクなど必要最小限の機材を配備し
た。中心的な作業内容は，各カリキュラムと作品記録および関連資料のデジタル化で
ある。のべ134時間足らずでの作業の成果は，1971年度・1972年度全体と1973年度・
1974 年度の一部であり，今後の作業ペースに一定の目安を得た。一方で，文化アー
カイブに関わる情報技術の専門家を招いた公開講習会も開催した。
　今後とも継続して取り組み，公開を図っていくなかで，課題の意義・関連性・可能
性を明らかにし，創造的な研究教育に直結するアーカイブを形成していければと思う。

( 井上 明彦）
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1971年度共通ガイダンス案1971年度ガイダンス課題「機能、材質、形体」授業風景 アーカイブ化の作業過程一例

※田川莉那による研究の中間報告「森村泰昌

アーカイブ資料件数」は以下で公開されている。

http://www.kcua.ac.jp/arc/wp/wp-content/upl

oads/2015/03/morimura01.pdf



　京都市立芸術大学の創立記念日に当たる 7 月 1 日に芸術資
源研究センターの開設記念事業を開催した。京舞井上流の井
上安寿子氏による祝舞で幕を開けた第一部の創立記念式典で
は，建畠晢本学学長の挨拶のあと，来賓代表として門川大作
京都市長，中村三之助京都市会議長にご祝辞をいただいた。
　第二部の芸術資源研究センター開設記念シンポジウムで
は，まず，能楽金剛流シテ方の金剛龍謹氏，宇高竜成氏，宇
高徳成氏と，本学日本伝統音楽研究センター教授の藤田隆則
（芸術資源研究センター兼担教員）によるワークショップ「舞
と謡の過去・現在・未来　記譜法と身体伝承」を行った。こ
のワークショップでは，20 世紀初頭にフランスの銀行家で
あるアルベール・カーンによって設立された「地球アーカイ
ブ」の中から，1921 年に撮影された金剛謹之輔（金剛龍謹
氏の高祖父）の舞の映像が上映されるとともに，それに合わ
せた金剛龍謹氏による謡や舞が披露された。また，本学の総
合基礎実技という授業の中で行われた，金剛氏の舞を再現可
能なかたちでデッサン＝記譜する試みも紹介された。人的な
資源，歴史的な資源，教育的な資源が交錯するこのワーク
ショップでは，過去からの／未来への能楽の伝承の諸相が舞
台上でダイナミックに展開されていたといえるだろう。
　ワークショップに続いて，本研究センター専任研究員であ
る加治屋健司准教授をコーディネーター，金剛龍謹氏，石原
友明美術学部教授，柿沼敏江音楽学部教授，藤田隆則教授を
パネリストとして「創造のためのアーカイブ」をテーマとし
たパネル・ディスカッションが行われた。石原教授の発表は，
記譜法という観点から美術学部の実践を紹介するというもの
であった。総合基礎実技の授業や「犬と歩行視」プロジェク
トなどの紹介を通じて，過去の「作品」に潜む情報の束をあ
る種の「楽譜」とみなし，それを新しいやり方で「演奏」す
ること，情報としてアーカイブ化されたものを物質化，身体
化することの重要性が指摘された。続いて柿沼教授は，ジョ

ン・ケージの著作，『Notations』（1969）から五線譜という
記譜法へのケージの懐疑を指摘した上で，ケージの作品
《VariationsⅡ》（1961）を手がかりにして彼の楽譜について
考えを紹介した。線と点で構成された《VariationsⅡ》の「楽
譜」は，いわゆる「楽譜」ではなく，曲を作るためのツール
なのであり，演奏される曲はケージのものでありながら演奏
者のものでもあるという性格を持つことが指摘された。藤田
教授と金剛氏は，前段のワークショップを踏まえて映像を前
に演じることの困難さや過去と現在の能の差異について言及
したうえで，伝統芸能の継承には，身体性を物質化すること，
すなわち記譜が肝要であることを示唆された。時間の都合上，
十分なディスカッションは行われなかったものの，過去の作
品や情報の蓄積から新たな創造活動が行われる可能性とその
条件について確認することができた。
　第三部は芸術資源研究センター開設記念講演として，哲学
者の鷲田清一先生に「『アートと社会』という，大事だけれ
どもへんな問題」というテーマでお話しいただいた。近年
「アートと社会」という話題がしばしば取り沙汰されるが，
しかし，アートという領域は流動化しており，アートと社会
の区別はもはや自明ではなくなっているのが現状である。そ
のことを踏まえた上で鷲田氏は，生きる術としてのアートに
立ち戻ること，アートが培ってきた技術を他の領域において
積極的に活用していくことが求められており，そうした意味
でのアートを来たるべき将来に向けてアーカイブしていくこ
とが重要であると述べられた。役に立つか否かを早急に判断
するのではなく，いざという時のためにアーカイブを残して
いくこと，いざという時に参照できるような研究を行ってい
くことの必要性を主張し，講演を締めくくられた。　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （林田 新）

2014 年度の活動報告
芸術資源研究センターでは，日常的な研究活動に加えて，
学生や一般市民に向けた催しを開催している。2014 年
度は，京都と東京で開催した二回のシンポジウムや，アー
カイブについての理解を深めるべく定期的に開催してい
るアーカイブ研究会など，様々なイベントを開催してき
た。以下はその報告である。
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　2014 年 11 月 24 日，六本木の国立新美術館でシンポジウム「来たるべきアート・アーカイブ　大学と美術館の役割」を開催した。
建畠晢本学学長の開会挨拶に続いて，基調講演として会場提供等にご協力いただいた国立新美術館館長の青木保氏に「グローバル時代
におけるアーカイブと美術館」というタイトルでお話いただいた。青木氏は冒頭で東日本大震災以降，被災地の記憶をアーカイブする
ことへの関心が高まっていること，そしてグローバル時代においてアート・アーカイブが国際的に注目されていることを確認したうえ
で，「記録」と「記憶」についてお話された。パトリック・モディアノやセルジュ・クラルスフェルトなどの著作を導き手とすることで，
微細な痕跡から失われた時間を賦活すること，カタストロフを記憶する方法，記録の蓄積とその消失の危険性など，アーカイブの根幹
に関わる本質的な話題が展開された。
　続く事例報告では，まず渡部葉子氏（慶應義塾大学アート・センター教授）が，「ファジーでフラジャイルであり続けること　慶應
義塾大学アート・センターの取り組み」と題した報告を行った。渡部氏は，慶應義塾大学アート・センターでの活動を紹介したうえで，ファ
ジーとフラジャイルという言葉を軸にアーカイブの運営について発表された。アーカイビングの作業は果てしなく，また，資料の集積
するところが常に既にアーカイブなのであり，それゆえ，アーカイブとは制度や組織によって統制することが困難な曖昧で脆弱なもの
である。アーカイブを運営していくためにはそうしたファジーでフラジャイルな性格を前提にしていかなければならないのである。
　次いで川口雅子氏（国立西洋美術館情報資料室長）の報告「美術作品の記録を残すということ　美術館アーカイブズの視点から」では，
美術館のアーカイブについて問題が提起された。西洋美術館はまだアーカイブと呼べるような制度を確立してはいないものの各種資料
の収集を行っている。美術作品の来歴をたどり，その歴史的価値を判定することは美術館の社会的責任だからである。しかし，美術館
にとって重要なのはあくまでも美術作品である。そのことを確認したうえで川口氏は，美術作品と各種資料のアーカイブの関係が整理
されないままにアーカイブについての議論が展開されているのではないかという問題を提起し，両者の関係をしっかりと見定めていく
必要性を主張した。
　谷口英理氏（国立新美術館情報資料室アソシエイトフェロー）の報告「美術館とアーカイブ　国立新美術館の事例」では，美術館に
おけるアーカイブが抱えている様々な問題が指摘された。まず，美術館における各種資料の所在が不明で活用できる状態にないこと，
アーカイブの重要性が主張される一方で体制が追いついていないこと，著作権や個人情報などについてのガイドラインが共有されてい
ないこと、といった全国的な問題について指摘された。所蔵作品を持たない国立新美術館は国立美術館 5 館の中で唯一資料の収集，公
開といったアート・センター機能を持っている。しかし，スタッフが任期制の雇用であるがゆえに継続性に乏しく，館外との連携が困
難であったり寄贈者の信頼が得られなかったりすること，あるいは，所蔵作品を持たないゆえに「所蔵作品総合目録検索システム」に
参加できていないといった問題が示された。
　最後に登壇した本学の石原友明（本学美術学部教授）は，「創造的誤読　制作とアーカイブ」と題した報告を行った。そこで話され
たのは，制作者の立場からアーカイブを創造的な技法として捉え直す試みについてであった。そのように捉える時，アーカイブは「情
報を記録する技法としての書き方」と「記録されたアーカイブを読み解く技法としての読み方」という二つの側面から考えることがで
きる。こうした観点において石原が主張したのは，アーカイブから過去を正確に再現することではなく，誤読を恐れず新たな創造へと
賭けていく「創造的誤読」である。「創造的誤読」によって情報化されたアーカイブの諸要素をいかにして物質化，身体化していくこ
とができるのか。こうした制作者としての関心が論じられた。
　続いて，四名の事例報告者に本研究センターの加治屋健司をパネリストに加え，林道郎氏（上智大学教授）の司会のもとパネル・ディ
スカッションが行われた。ディスカッションでは，実務的なアーカイブの運営や制作者によるアーカイブの活用の仕方，アーカイブを
読む作法といった実際的な話題から，近年のアーカイブへの関心の急激な高まりと歴史観の変容の関わりといった理論的なものまで，
極めて多様な話題が提起された。ディスカッションを通じて改めて感じたのは，多くのアーカイブが構築されている昨今の現状の一方
で，まだまだアーカイブについて議論すべき論点が数多く残されているということである。今回，提示された様々な論点は，今後アー
カイブの理論と実践について考えるための有効な指針となるのではないだろうか。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（林田 新）
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講師：佐藤守弘（京都精華大学デザイン学部教授）
日時：2014 年 6月 25日（水）17：00̶18：30
会場：京都市立芸術大学第三会議室

　6月 25 日に第１回アーカイブ研究会が開催された。芸術資源研究
センターでは，アーカイブの理論と実践について理解を深めるべく，
様々な分野の専門家をお招きして研究会を随時開催していく。その
第一回目となる今回の研究会では，京都精華大学の佐藤守弘教授を
お招きし，「写真とアーカイブ　旅行写真，鉄道写真を例として」と
いうタイトルでお話しいただいた。
　佐藤氏は，冒頭でいくつかのアーカイブの実例をあげ，そもそも
記録文書を前提としていたアーカイブ概念を他の領域へと拡張して
用いることの意義とは何かという問題を提起した。また，デジタル・
データを基盤としたアーカイブでは，タグによる動的な資料間の関
連付けによって，かつてのカード式の分類法では起こりえなかった
資料間の再コンテクスト化が可能となるという点においてタグ付け
という分類法が肝要になるのではないかという指摘もされた。
　続いて佐藤氏は，写真とアーカイブに関する理論的な研究につい
て実例を交えながら論じられた。絵画が最終的に美術館の壁に落ち
着くのに対して，写真は何らかの体系にそって分類されたアーカイ
ブ――ここでいうアーカイブは物質的なものではなく「写真が元来
属していた一団の実践，制度，関係」のことを指す――のうちにあっ
たのであり（ロザリンド・クラウス「写真のディスクール空間」），
膨大な写真群が不可視なままに「影のアーカイブ」を形作ることも
あれば，その一部が顕在化することもある（アラン・セクーラ「身
体とアーカイブ」）。また，ある写真アーカイブは，その所有者や形
態が変化していくにつれてその「意味論的なライセンス」も変化し
ていく（アラン・セクーラ「アーカイブを読む」）。こうした写真アー
カイブ論を踏まえたうえで，佐藤氏の研究対象である 19 世紀後半
の日本で外国人向けの土産物として販売された横浜写真，明治天皇
の臣下の肖像写真を集成した『人物写真帖』，もともとは個人のコレ
クションだったものの今は鉄道博物館所蔵となっている鉄道写真が
具体的な事例として論じられた。
　質疑応答を含め，今回の研究会を通じて強く感じたことは，アー
カイブをめぐる論点の多さである。アーカイブとは何か，という本
質的な問いは言うまでもなく，タグ付けと分類法は同じなのか，な
ぜ今これほどアーカイブに注目が集まっているのか，何かを残そう
とする欲望とは何なのか，アーカイブと記憶はどのように関わって
いるのか，かつてのアーカイブは権力と容易に結びつきうるがデジ
タル化によってそれがどうなるのかなど，様々な論点が提示された。

（林田 新）
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講師：バーバラ・ロンドン
日時：2014 年 8月 2日（土曜日）13：00̶15：00
会場：京都市立芸術大学ギャラリー@KCUA
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　8 月 2 日に第２回アーカイブ研究会が開催された。第二回目の研究
会では，1973 年から 2013 年までニューヨーク近代美術館（MoMA）
に勤務し，ビデオおよびメディア部門のキュレーターを務めたバーバ
ラ・ロンドン氏をお招きし，「それってテクノロジーと何の関係がある
の？」というタイトルでお話いただいた。ロンドン氏の 40 年にわた
る美術館勤務と研究実践の過程を紹介しながら，目まぐるしく変化す
るメディアテクノロジーの状況と，それにつれて新たな表現方法を模
索した若手作家たちの活動の様子について，多くの画像や映像，音源
などを用いながらの，内容の濃い発表となった。
　冒頭でまずロンドン氏は 1930 年代の MoMA の様子を示し，その入
り口に「Art in Our Time」という旗が掲げられているのを確認する。
つまり，MoMA は設立当初より，何よりも同時代の美術に注目するこ
とで現代と過去を繋ぎ，またそれを未来へと橋渡しすることが目指さ
れていたのである。実際にはそれは簡単なことではないが，こうした
基本的な姿勢により，MoMA ではいち早く最新の技術を取り入れた同
時代の作家たちの実験的試みに対しても門戸を開くことができ，その
コレクションへと加えていくことができたのである。もちろん，73 年
よりビデオ，メディア部門のキュレーターとなったロンドン氏の奮迅
の働きがあってこその成果であることは言うまでもない。
　1960 年代半ばのニューヨークでは，ビデオカメラを持つ人は一握
りだったが，その機材を互いに調達しあい，様々な表現が次々に生ま
れてきた歴史が紹介された。ウォーホルのファクトリーに集う，アン
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ダーグラウンドの音楽家と美術家らの交流も見逃すことのでき
ない重要な要素である。また，そうした新技術を取り入れて制
作しようとする作家たちを技術面で手助けする役割を担った
人々もいた。こうしたサークルの共同作業によって，次々と作
品が生み出されていく。ナム・ジュン・パイクとも，ロンドン
氏は早くから知り合い，その制作の過程をずっと見守ってきた。
　このような新たな動きを前にして，それがどのようなもので
あるか整理し，理解したいという機運が高まり，1973 年には
北米及びカナダ，日本やヨーロッパより作家，批評家，キュレー
ターら映像を使った表現に関わる専門家 50 名が集まっての会
議がニューヨークで開催され，そこには日本から松本俊夫氏も
参加していたという。70 年代のニューヨークでは，そうした
実験的な表現に対するいくつかの助成金やサポートの仕組みが
すでにあり，日本とは状況が異なると報告されたようである。
　ただしそうした援助も，残念ながら景気の後退と共に，80
年代半ばには消滅してしまったということである。ところが
90 年代以降徐々に，使い勝手が良く，また安価な機材が手に
入るようになり，21 世紀に入るとすっかり様子が変化してい
る。ロンドン氏はダムタイプの古橋悌二氏とも卒業間もない頃
に知り合い，以後ずっと交友を深められた。彼らのインスタレー
ション《ラヴァ―ズ》は，MoMA のコレクションとなっている。
　プレゼンテーションは，昨年 MoMA で開催されたロンドン
氏企画の展覧会「Soundings: A Contemporary Score」の紹介
で終わったが，その後の質疑応答では，技術は美術館や学芸員，
批評家たちの態度を変えただろうか，技術の進歩／変化につれ
て，機材も変化していかざるを得ないが，その際，データや情
報が大切なのか，機材なのか，といった本質的な問いが会場か
らたくさん出た。技術の進歩のおかげで，かつて困難だったこ
とが手軽にできるようになったことはプラスの側面であるが，
一方で，全て新しい方がいいかというとそういうことではなく，
例えばメディアアート作品を収蔵する場合には，作家からとて
も詳細な指示書，コンセプトシートをもらい，何が重要である
のか丹念に聞き取りを行うそうである。メディアアート部門に
は修復家が 3名おり，作品の状態保全にあたっているというこ
とであった。時代と共に変化する技術にどのように対応してい
くのかは，どの現代美術館もが直面している問題であるが，
MoMA は早くからその対策にも乗り出し，体制を整えている
様子がうかがえた。
　今年はダムタイプ結成 30 周年なのに，京都市立芸術大学が
芸術資源研究センターを立ち上げたのなら，なぜ記念行事を行
わないのか，という指摘もあり，これについては学長より，ま
だあまりにも生々しい記憶が残っているので，距離を取るのが
難しいというような説明があった後，時期を見て，彼らのパ
フォーマンスの再現をどうするのか，資料をどう活用するかと
いうことについてはセンターとしても重要な問題として扱って
いきたいという返事があった。芸術形態が多様化する現代，特
に作品を収集保存する現代美術館はどこも，メディアを用いた
表現やインスタレーションをどのように扱ったらよいのか，手
探りで試行錯誤を続けているところではないだろうか。互いに
連携し，情報を共有しながら，その作品にとって最良の展示環
境を考えることの重要性について考えさせられる貴重な機会と
なった。また，メディアアートのアーカイブのあり方について
も，まさに現在直面している緊急の課題として，様々な可能性
も含めて講演後の懇親会でも話題となった。今後も継続して取
り組んできたい問題の一つである。　　   　　　（加須屋 明子）
　

講師：平芳幸浩（京都工芸繊維大学美術工芸資料館准教授）
日時：2014 年 9月 30日（火）17：00̶18：30
会場：京都市立芸術大学第三会議室

　今回で第３回を迎えるアーカイブ研究会では，京都工芸繊維大学美術工芸資
料館の平芳幸浩氏を迎え，「記憶／記録／価値　ミュージアムとアーカイブの狭
間で」というテーマでお話いただいた。議論の導入として平芳氏が提示された
のは，平芳氏が勤務する美術工芸資料館の英語表記，「Museum and Archives」
であった。1981 年の開館当時，いかなる経緯によってこの英語表記がなされ
るに至ったのかは不明ではあるものの，この Museum と Archives を併記する
命名の背後には美術品と非美術品を区分する価値判断があったのではないかと
平芳氏は指摘した。
　そのことを踏まえた上で平芳氏は，こうした区分や価値判断は今日ではもは
や自明ではなくなっているのではないか，という問題を提起された。すなわち，
美術作品の価値は，ナラティブ（物語）やコンテクスト（文脈），あるいは他の
作品やそれを受容する観客との関係性の中からその都度生じてくるのであり，
美術品それ自体が一定の価値――例えば美的価値――を自律的に有しているわ
けではない，という考え方が主流となってきているのである。例えばハプニン
グやパフォーマンスのような保存不可能な作品を未来へと伝承することを考え
た場合，それに関する資料や記録が価値を持つようになる。あるいはテート・
モダンがそうであるように，時間軸にそって作品を展示するのではなく，ある
テーマに基づき作品を展示することによって新たな価値の発見へと観客を誘っ
ていくような展示が行われている。この点において美術品と資料との価値区分
はもはや自明なものではなくなっているといえるだろう。美術品と資料はどち
らも，新たなナラティブを生成させる価値創造のためのリソースとして，いわ
ばオープン・テクストとして扱われているのである。
　美術をめぐる価値の変化は「美術の歴史」についても再考をせまるものであ
ろう。平芳氏はこうした事態を表す歴史学の用語として「記憶の場」――フラ
ンスの歴史学者であるピエール・ノラが提唱した概念――を提示した。歴史学
では，過去の出来事を実証的に探っていくのではなく，過去の記憶が後にどの
ように再利用され，読みかえられていくのかが論点のひとつとなっている。「記
憶の場」とは，そうした展開の場を意味する言葉である。記憶の歴史学とは，
過去の出来事を再構成するのではなく「再記憶化」であり，過去の想起ではなく，
現在の中の「過去」に焦点を合わせるものなのである。
　最後に平芳氏は，ご自身が長らく研究されてきたマルセル・デュシャンの作
品を取り上げ，すでにそこにこうした価値変化の機運が見いだしうるのではな
いか，とデュシャンの「再記憶化」の可能性を提示し議論を締めくくった。今
回の平芳氏のレクチャーは，美術をめぐる価値の変化を手掛かりとしつつも，
より広域な視点からアーカイブを考えていく手がかりを与えてくれるもので
あった。とりわけ「記憶の場」としてのアーカイブという着想は，本研究センター
が掲げる「創造のためのアーカイブ」というコンセプトにとっても非常に示唆
を与えてくれるのではないだろうか。　　　　　　　　　　　　　　  （林田 新）
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 　第 5 回アーカイブ研究会は，アーティストの田中功起氏をお迎えして，「アー
ティストはいつしか作品を作るのをやめ，資料を作り始めている」と題するお
話をしていただいた。
　田中氏は，「アーティストは未来の観客に向けて作品を作っている」という
村上隆の発言を紹介して，作品と歴史の関係について考察を始めた。ボリス・
グロイスのアート・ドキュメンテーションに関する文章を参照しながら，私た
ちは，作品を見るとき，作品と同時に未来の資料を見ており，作品を見る視線
を二重化していると指摘した。それは，現在の評価と未来の評価，作品として
の価値と資料としての価値などを同時に見ているということである。田中氏は，
その二重化された視線を攪乱することを主張した。言い換えれば，単に未来の
美術史家による解釈を待つのではなく，未来の再評価の可能性を知りつつも，
そうした単線的で不可逆的である歴史的展開を攪乱しようということである。
　具体的にはどのようなものだろうか。田中氏は，《不安定なタスク＃7》
（2013 年）という作品で，「黄色い布を身につけている間はある特定の社会問
題（この場合は反原発）について意識し続ける」ことを集団で行った。その背
景には，東日本大震災のときにロサンゼルスにいたために日本で震災を「経験」
せず，その後の反原発デモにも参加できなかったことがある。この作品は，ど
のような場所においても政治参加することを可能にし，プロテストへの参加を
意識し続けることで，意識の変革を日常化するという提案となっている。これ
は，高松次郎の《台本・5》（1974 年）にある「ある特定の意識内容を，でき
る限り同じようにくり返すことを努力し，そしてできる限り長い時間，そのく
り返しを続けるように努力すること」の再解釈であり，岡崎乾二郎が述べた，「も
しそのデモに参加できないとしても，あなたはただ黄色の T シャツを着て，ど
こにいてもプロテストに参加しているということを示せばいい」という発言を
踏まえたものであった。それは，過去の再解釈であると同時に，未来から現在
の実践を見ることをも含んだものであり，その意味で，「過去，現在，未来を
同一平面上に折りたたむ」ことであると田中氏は述べた。
　続けて田中氏は，5 月に Frieze New York で展示し，会場のある場所の現実
を参照した《Versatile Distance》，1998 年と 2012 年に行った次回作を考える
という作品，京都市美術館で 1970 年に開かれた「人間と物質」展を参照する
PARASOPHIA でのプロジェクトについて話された。それぞれ，歴史の再演，自
作の再使用，美術史との交渉という側面をもっており，いずれも，作品と歴史
の関係に対する田中氏の考えを示すものであった。
　これまでアーカイブ研究会では研究者をお呼びしてきたが，今回初めてアー
ティストをお呼びすることになった。通常は教員や大学院生の聴衆が多いので
あるが，学部生を含む多くの学生が集まり，これまで最も多くの来場者があっ
たイベントとなった。田中氏が示した，単線的な歴史に抵抗する作品という視
点は大変興味深いものであった。芸術の生産とアーカイブの関係については検
討し始めたところであり，これから議論を深めていければと思っている。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  （加治屋 健司）
  

講師：田中純（東京大学大学院総合文化研究科教授）
日時：2014 年 10 月 31 日（金）17：00̶18：30
会場：京都市立芸術大学大学会館交流室

　第４回アーカイブ研究会は，東京大学大学院の田中純教授をお迎
えして，「ダイアグラムと発見の論理　アーカイヴに眠る「思考の
イメージ」」と題するお話をしていただいた。田中氏は，ダイアグ
ラムを要素間の関係を表現したものと捉えたうえで，そこにとどま
らない「思考のイメージ」全般について論じた。
　「思考のイメージ」とはヴァルター・ベンヤミンの言葉で，明確
な思考になる前の，心に浮かぶ断片的なイメージであり，思考の極
限に触れるものである。こうした「思考のイメージ」は，予感や余
韻を感じ取り読み取る「徴候的知」（カルロ・ギンズブルク）の表
現であると田中氏は述べる。
　田中氏は，「徴候的知」の表現として，アルド・ロッシによる骨
組みの建築ドローイング，ベンヤミンの細かい字による書記，アビ・
ヴァールブルクの「ムネモシュネ・アトラス」などを例に挙げながら，
それが発見法のメディアとなっていると論じた。続けて，ニコラウ
ス・ガンステラーやチャールズ・Ｓ・パース，ヴァールブルクのダイ
アグラム，文化人類学のドローイングなどを紹介して，それらにア
ブダクション（パース）の方法を見出しつつ，思考のミニチュア化
の媒体としてのダイアグラムについて考察した。最後に，東大駒場
で行ったムネモシュネ・アトラスの展覧会や，ジョルジュ・ディディ
＝ユベルマンによるインスタレーションなどを示しながら，ヴァー
ルブルクの思考の運動を再現しつつ，ダイアグラムがもつ可能性を
示して話を終えた。
　田中氏のお話は，ダイアグラムが作家の創造だけではなく研究者
の思考にも関わっていることを示している点で，作家と研究者の双
方が関わる芸術資源研究センターにとって示唆に富むものであっ
た。ダイアグラムとは，アーカイブの中の手稿にひそむ知の表現で
あると同時に，体系化しえないアーカイブに対するアプローチの方
法でもあると考えれば，田中氏の考察は，芸術資源研究センターが
掲げる「創造のためのアーカイブ」を，技術だけでなく理論におい
ても深めていく上で，大いに役立つものであるように思われた。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（加治屋 健司）

「
ダ
イ
ア
グ
ラ
ム
と
発
見
の
論
理

 

ア
ー
カ
イ
ヴ
に
眠
る
『
思
考
の
イ
メ
ー
ジ
』」

No.4

芸術資源研究センターニューズレター　創刊号14

講師：田中功起（アーティスト） 　
日時：2014 年 12 月 8日（月）17：00̶18：30
京都市立芸術大学大学会館交流室
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　第６回アーカイブ研究会は，思想家・作家の東浩紀氏をお迎え
して，「チェルノブイリ・ダークツーリズムの実践から」と題する
お話をしていただいた。
　東氏は，2011 年の福島第一原子力発電所事故の後，1986 年に
原発事故があったチェルノブイリに行き，その取材をもとに，『チェ
ルノブイリ・ダークツーリズム・ガイド（思想地図β vol.4-1）』（ゲ
ンロン，2013 年）を刊行した。これからの福島を考えるうえで，
原発事故後のチェルノブイリの復興の様子が参考になると考えた
からである。チェルノブイリは現在観光地化されており，ゾーン
と呼ばれる半径 30km 圏内の区域にも入ることができる。こうし
たチェルノブイリの現状を踏まえて，東氏は，福島第一原発を観
光地化する福島第一原発観光地化計画を発表すると同時に，旅行
会社とともに，チェルノブイリへの観光ツアーを企画した。
　今回のレクチャーは，チェルノブイリ観光ツアーの様子を写真
で紹介しながら，現在チェルノブイリがどのようになっているの
か，そこで暮らし働いている人々や，そこを訪れる人々はどんな
人たちなのかを伝えてくれるものであった。
　東氏は，実際にチェルノブイリに足を運ぶと，原発推進／反原
発の二分法が意味をなさなくなると言う。チェルノブイリには，
当時の建築がそのまま残されている一方で，ニガヨモギの星公園
やチェルノブイリ博物館，宿泊施設などが新たに作られていた。
そこには，原発や放射線などに関する大量の情報，ディテールが
あり，それらはイデオロギーによる分割になじまないものだと言
う。それらに対して性急に判断を下すのではなく，判断を留保し
たまま，そのディテールを具体的に記憶していくこと，そして，
それらを未来につなげていくことが重要であると述べた。
　さらに，地震，津波，原発事故といった災害は，日本国内だけ
でなく世界各地で起こっているため，国内の問題としてではなく，
グローバルな視点から議論をしていくべきだとして話を終えた。
　単純なイデオロギーへの回収を拒むディテールの大切さは，アー
カイブについて考えるうえでも重要である。性急な判断の留保が
むしろ記憶の継承に繋がっていくという考えは，芸術作品を介し
た「創造のためのアーカイブ」を構成する仕組みのひとつになる
ように思う。また，人類の負の遺産を観光する「ダークツーリズム」
の発想は，社会批判的な傾向，人類学的な傾向を強める今日の現
代美術を考える際に役に立つ。なぜなら，そうした現代美術を，
批判の強度よりも記憶の継承という視点から再解釈することがで
きるからである。教室がいっぱいになるほど集まった聴衆は，東
氏のレクチャーから，芸術と社会の問題を考えるうえで参考にな
る視点と論点をいくつも得ることができたのではないだろうか。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （加治屋 健司）
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　第 7 回アーカイブ研究会では，映画監督・美術家である藤井光氏をお
招きし，藤井氏の最新作である映画『ASAHIZA　人間は，どこへ行く』
の上映会とトーク・イベントを開催した。
　映画『ASAHIZA』（2013）は，福島県南相馬にある映画館，朝日座を
主題としたドキュメンタリー映画である。本作は大きく二つのパートか
ら構成されている。第一のパートは，関東大震災が起きた 1923 年に開
館し 1991 年に閉館した朝日座についての思い出を地元の人たちが語る
映像で構成されている。もう一つは，この第一パートを東京からバスで
やってきた人たちが南相馬の人たちと一緒に朝日座で観賞し，それにつ
いて語り合い，やがてバスで東京へと帰っていくというパートである。
抑制の効いた控えめなカメラワークによって写される人々の語りや対話
を通じて，朝日座のみならず，それを取り巻く南相馬の暮らしや歴史，
そして東日本大震災の記憶が少しずつ立ち現れてくる。「被災者／被災地」
と一言で括ってしまうと零れ落ちてしまう生きられた歴史的な時間や記
憶が，朝日座を起点として蘇ってくる，そのような映画であった。
　本学美術学部の小山田徹教授を聞き手として行われた藤井氏のトーク・
イベントでは，主に本作の制作の経緯や製作方法についてお話いただい
た。本作の多くの部分は朝日座について語る南相馬の人々の映像で構成
されている。南相馬の人たちに藤井氏が投げかけたのは，「朝日座を知っ
ていますか？」というひとつの問いだけであったそうだ。この問いを起
点にして朝日座の思い出や当時の暮らしについて語る人々の姿を，藤井
氏は固定カメラで正面から淡々と撮影していた。それゆえ，語られる内
容だけではなく，過去を思い出そうとする彼／彼女たちの表情や，その
身振りが強く記憶に残る。トークの中で藤井氏が，語られる内容そのも
のよりもカメラの前で語り手を演じ過去を語っていく中で，彼／彼女た
ちが変容していく様に惹かれていたと語っていたのが印象的であった。
　また，藤井氏は被災地を取材した多くの映画が非被災地ばかりで上映
されていることについて言及されていた。映画館の閉館をテーマにした
本作のような映画は，ともすればどこか遠くの街についての美しいノス
タルジックな物語として観られかねない。そうしたことを避けるために，
朝日座についての映画（第一のパート）をまさにその朝日座で上映し，
それを外から来た東京の人たちが観る場面，つまりは他者の視線を作中
に取り込むことで，本作を他者の物語ではなく「私たちの物語」として
経験してもらおうとしたということであった。
　会の最後に小山田教授は，東日本大震災が起きた 2011 年には，様々
な映像メディアが普及し，誰もが容易に映像を撮ることができるように
なっていたことを述べられていた。例えば 1995 年の阪神・淡路大震災
と 2011 年の震災とでは，それを取り巻くメディア環境が全く異なって
いる。メディア環境の在り方が震災についての人々の感覚を条件付けて
いるのではないかという藤井氏の応答は，本研究センターの活動にとっ
ても非常に示唆に富む指摘ではないだろうか。　　　　　　　　（林田 新）
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講師：東浩紀（思想家・作家）
日時：2014 年 12 月 17 日（水）17：00̶18：30
会場：京都市立芸術大学中央棟 3階講義室１No.6

講師：藤井光（映画監督・美術家）
日時：2015 年 1月 19日（月）17：30̶19：30
会場：京都市立芸術大学中央棟 3階講義室１
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講師：森村泰昌（美術家）
日時：2014 年 7月 7日（月）17：00̶19：00
会場：京都市立芸術大学中央棟 3階講義室１

　

　7 月 7 日，本学客員教授であり，ヨコハマトリエ
ンナーレ 2014 でアーティスティック・ディレクター
を務める森村泰昌氏による特別授業「横盗り物語／ 
ヨコハマトリエンナーレに託すもの」が，美術学部
と芸術資源研究センターの共催で行われた。本学卒
業生の森村氏を昔からよく知る石原友明教授が聞き
手となって，開催目前に迫ったヨコハマトリエンナー
レについてお話しいただいた。
　冒頭，石原教授が，「森村さんはアーティストなの
に，なぜアーティスティック・ディレクターを引き
受けたのか」と質問すると，森村氏は，「自分はリー
ダーらしくないから，あえて引き受けた」と答えた。
「現在のような混迷の時代においては，組織を束ねて
統率し，即断できるリーダーが求められているが，
自分は，全くそうではない」と言う。「アーティストは，
一人でキャンバスに向かわなくてはいけないし，絵
というのは迷うことなく描くことはできない。でも，
だからこそ引き受けてみたい。自分なら，違うリー
ダー像，違う展覧会を作れるかもしれない」と考え
たそうである。
　トリエンナーレは，「来たい人が来ればよい」とい
う個展と異なり，子どもから専門家まで様々な人が
来るし，来場者数も桁違いに多いので，つくるのが
難しいと森村氏は言う。でも，きちんとしたものを
作れば，きちんと受け入れてくれると信じて，森村
氏は，子どもが理解できるひらがなのカタログ『た
いせつな　わすれもの』や，森村氏本人による音声
ガイドなどの仕組みを用意しているそうである。
　トリエンナーレのタイトルは，「華氏 451 の芸術
　

世界の中心には忘却の海がある」で，忘却がテーマ
である。華氏 451 度とは紙が燃える温度であり，本
の所持や読書が禁じられた社会を描いたレイ・ブラッ
ドベリの小説『華氏 451 度』（1953 年）に由来して
いる。華氏 451 度の社会では，本を読む人は社会を
追われて，忘れられた人になるが，芸術家こそ，そ
の忘れられた人ではないか，そして，芸術家こそ，
小説中の本のような，忘却されたものに眼差しを向
けることができるのではないか，と森村氏は言う。
　今回のトリエンナーレは，活躍中の現役作家を中
心に集める通常の国際展と異なり，物故作家が多い
という特徴がある。森村氏によれば，トリエンナー
レは祝祭性を求められるが，祭りとは本来，死んだ
人を召喚するものである。そこに立ち戻って，死ん
だ人と生きた人のボーダーを取り外してみたかった
という。
　芸術の位置するところは「私以上，公未満」であ
るというのが森村氏の考えである。森村氏は作品を
つくるとき，美術や歴史を自分に引き寄せて，自分
という濾過装置を通して世界を見せていくというや
り方をとってきたが，今回のトリエンナーレも，そ
のようなつくり方になっており，森村氏ならではの
展覧会になっているのではないだろうか。
　特別講義では，このようにトリエンナーレに対す
る考えをお話しいただいた後，スライドを使いなが
ら，主な参加作家を紹介していただいた。その後の
質疑応答ではいくつかの質問が出たが，その中に，
地域ごとの割合への配慮はあるのかというものが
あった。森村氏は，日本以外のアジア諸国からの参
加は少ないが，その分，福岡アジア美術館自体に参
加してもらっていると言う。森村氏は，自分が活動
してきた時代はもっぱら西洋に目を向けていたとし
た上で，自分としては，日本にある「内なるアジア」
が忘れられがちなので，それについて考えていきた
いと述べた。
　今回の特別講義では，ヨコハマトリエンナーレに
対する考えを率直かつ明快に語っていただいたので，
トリエンナーレに対する期待が大きく高まったので
はないかと思う。忘れられた作品や作家を再提示し
ようとする森村氏の方法は「アーカイブ的」と言っ
てよいものである。芸術資源研究センターとしては，
森村氏のトリエンナーレへの取り組みから，「創造の
ためのアーカイブ」を構想するうえでの多くの手が
かりを得ることができたように思う。
　　　　　　　　　　　　　　　　（加治屋 健司）
　

　特別授業

　「［読めるものと読めないもの 2］
　Artist Book をつくる」

講師：塩見允枝子
　　　（芸術資源研究センター特別招聘研究員）
日時：2014 年 11 月 21 日（金）10：40̶12：10
会場：京都市立芸術大学講義室 L９

　

　
　11 月 21 日に芸資研特別招聘研究員の塩見允枝子
氏の特別レクチャーが開かれた。美術学部の共通授
業，造形計画２B（担当：井上明彦教授）「［読めるも
のと読めないもの 2］　Artist Book をつくる」として
行なわれたものである。1960 年代以降にグローバル
に展開された前衛芸術運動，フルクサスのメンバー
である塩見允枝子氏には以前，美術と音楽両方の学
生を対象としたワークショップをやっていただいた
ことがあったが，今回はおもに美術の学生向けの授
業としてアーティストによる Book Art をテーマとし
て行なわれた。
　フルクサスのアーティストが本やカタログに興味
を持っていたことはよく知られている。フルクサス
の創設者ジョージ・マチューナスが構想した作品集
は，後に仲間のラ＝モンテ・ヤングらによって正方
形の本『アンソロジー』として出版されたし，ディッ
ク・ヒギンズは自ら出版社 Something Else Press を
つくって，様々なアーティストによる本を出版した。
また塩見氏がこのレクチャーのなかで紹介したもの
として，アリソン・ノウルズの『ビッグ・ブック』
がある。ベネツィアでのフルクサス・フェスティヴァ
ルに出品されたこの作品は，文字通り人の背丈以上
もある「大きな本」であった。
　今回塩見氏は，ご自身の制作による本形式による
作品を具体例としてとりあげることからレクチャー
を始められた。たとえば『イヴェント小品集』はカー
ドなどの印刷物をケースのなかに収める形をとる作
品で，カードは綴じられることなく，バラバラなま
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　「横盗り物語／ヨコハマトリエンナーレに託すもの」
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まに置かれている。また『フルクサス・バランス』は，
ポートフォリオのなかに，天秤の写真と，その上で
釣り合わせるべくメンバー達から寄せられた言葉や
イラストのカードなど様々な印刷物が差し挟まれて，
やはり多様なものがひとつのまとまりをつくってい
る。『Shadow Event No. Y』は小冊子だが，『Shadow 
Event No. X』は平面作品としてつくられていて，
SHADOW と書かれた薄いプラスティックを文字の書
かれた平面に重ねると，光の投射によって，
SHADOW がまさに影として映し出される興味深い作
品になっている。
　ここから話は，塩見氏独自の「トランスメディア」
の考え方（同じコンセプトや内容を異なった媒体で
作品化すること）へと移っていった。たとえば『日
蝕の昼間の偶発的物語』は，最初はケルンのブック・
オブジェクト展に出品するための鍵のかかった手書
きの本であったが，後に平面作品になった。またこ
れはパフォーマンスとして演じられることも，室内
楽作品として演奏されることもあり，さらに紐で閉
じられた全６巻の手製の本（36 部のマルチプル）や
イラストつきのアルバム本にも変化したことが説明
された。そしてこのうちの第 3巻を実際に，パフォー
マンスとして演じる試みが行なわれた。この物語は，
同じ頭文字を持つ英単語を多用して作られているの
で，塩見氏自身がそれらの単語を多少強調しながら
朗読し，学生たちに小さなマラカスを渡して，その
単語が出てくる度にシャカシャカと賑やかに音を鳴
らしてもらったのである。このようにノイズで頭韻
を踏んだ言葉を補強することによって独特のリズム
が生まれ，それがパフォーマンスや室内楽へと発展
していく過程が示された。
　次に塩見氏は１本の紐を取り出し，それをもとに
して想像力を膨らませ，架空の本づくりのためのア
イディアを考えてみようと提案し，ブレインストー
ミング形式で進められた。数名の学生たちが様々な
アイディアを出し，なかには宇宙へと広がっていく
ような興味深い発想も含まれていた。
　塩見允枝子氏による特別講義は，通常私たちが「本」
としてイメージするものを越えた多様な広がりをも
つ本の世界を開いて見せてくれる内容であった。オ
リジナルなアート・ブックを考えることに繋がるこ
の試みは，学生たちにとって大きな刺激になったの
ではないかと思われた。
 　　　　　　     　　　　　　　　　　（柿沼 敏江 )

　特別授業

　「美術のウラ側にあるもの」

講師：彬子女王殿下
　　　（芸術資源研究センター特別招聘研究員）
日時：2014 年 12 月 12 日（金）13：30̶15：00
会場：京都市立芸術大学大学会館交流室

　

　
　
　12 月 12 日，芸術資源研究センター特別招聘研究
員の彬子女王殿下による特別授業「美術のウラ側に
あるもの」を開催した。当日は本学の学部生や院生
の他にも多くの教員・職員が参加し，講演は終始和
やかな雰囲気。
　英国オックスフォード大学マートン・コレッジへ
の 5 年間の留学中，ロンドンの大英博物館での学芸
ボランティアをご経験された女王殿下。博士論文は，
19 世紀末から 20 世紀に大英博物館の日本美術コレ
クションの基礎を築いたコレクターの収集から，英
国における日本美術理解の形成についてまとめられ
たという。芸術学や美術史の文脈では語られること
の少ない美術理解に対する博物館の位置，コレクター
の役割，複製の存在意義などについてお話をいただ
いた。
　殿下は英国での研究の一環として，3 万 5 千点に
も及ぶという大英博物館所蔵日本美術コレクション
の収蔵記録の整理をされた。その途中で発見された
ものの中に，桜井香雲という絵師による法隆寺金堂
壁画 9 号壁の模写があった。現存する法隆寺壁画の
模写としては最古と推定される本作は，現在東京国
立博物館にある香雲の模写の先駆けとなったもので
あることが判明。この発見がきっかけになり，戦前
に京都の便利堂が制作した法隆寺壁画のコロタイプ
複製を発見した時のエピソードなどに参加者一同が
ひきこまれた。
　法隆寺壁画の一連の発見には古筆了任という人物
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

の存在があった。明治期に自費でヨーロッパ留学を
し，大英博物館に雇われて日本美術品のカタログ制
作に尽力した古筆は，当時貴重な日本美術鑑定家と
してロンドンで活躍。法隆寺壁画の発見も，博物館
の日本美術部に残る収蔵品カタログの古筆によるメ
モが発端だったという。
　殿下はこれらの経験から，芸術を考える上で避け
て通ることのできない，うつしや贋作をどのように
考えるべきかという問題について指摘された。一例
として留学中に知り合った日本美術コレクターの
ジョー・プライス氏とのやりとりを提示された。「自
分が良いと思って買った作品が贋作だったらどうし
ますか」との問いにプライス氏は「私が良い作品と
判断したのであればそれで十分だ」とおっしゃった
という。ここから，たとえ有名作家の作品ではなく
とも素晴らしい作品はあること，そして，現代まで
生き残ってきたことには理由があることを提示。作
品だけではなく，作品にまつわる記録にも価値があ
ることもあるということに触れ，「ただモノが保管さ
れるのではなく，作品にまつわる様々な想いと一緒
に残されていくことを忘れないで欲しい」と結論付
けられた。
　講義の後は，学生や教員との活発な質疑応答があ
り，次回の特別授業への期待も高まった。
　　　　　　　　　　　　　　　　　    （前﨑 信也）
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　研修会

　「芸術文化と著作権　大学という場を中心に」

講師：福井健策（弁護士）

日時：2014 年 5 月 30 日（金）15：00̶17：00

会場：京都市立芸術大学新研究棟 2階大会議室

　

　インターネットをはじめとする情報通信技術の発展
と普及にともない，容易に芸術作品を参照したり複写
したりできるようになった今日，芸術文化をめぐる法
的な問題は，重要性を増している。また，芸術の研究
と創造でも使われるアーカイブ資料や電子データベー
スは，芸術作品とは別の法的な問題を生み出している。
　芸術資源研究センター運営委員会は，リポジトリ運
営会議との共催で，弁護士の福井健策先生をお招きし
て「芸術文化と著作権　大学という場を中心に」と題
する研修会を開催した。
　福井弁護士は，日本とニューヨーク州の弁護士で，
芸術文化法，著作権法を専門分野とされている。今回
の研修会では，「どんな情報が著作権で守られるのか」
「どんな利用に著作権は及ぶのか」「著作権と著作権者」
「模倣とオリジナルの境界／どこまで似れば「侵害」
なのか」「例外的に許可のいらない場合／制限規定」「保
護期間と国際著作権」の６つの項目について，配付資
料とスライドをもとに丁寧に分かりやすくお話しいた
だいた。
　具体的な内容については，福井先生のご著書『著作
権とは何か　文化と創造のゆくえ』（集英社新書，2005
年）などを参照してもらえればと思うが，東京アウト
サイダーズ事件，チョコエッグ・フィギュア事件，ス
イカ写真事件，ミッフィー対キャシー事件などを例に
挙げながら，芸術文化に関する著作権上のポイントを
解説してくださったので，参加者の著作権に対する理
解はかなり深まったのではないだろうか。
　質疑応答は活発に行われ，楽譜の使用やオーラル・

ヒストリーなどに関して質問が出た。美術学部と音楽
学部をもち，制作者と研究者がいる本学は，芸術文化
に関する様々な法的な問題が発生しているはずであ
り，何らかの問題に直面したことがある人も少なくな
いのではないだろうか。これからますます増えていく
であろう法的な問題に対処するために，それに対する
体制を早急に整備する必要性を強く感じた。　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　 （加治屋 健司）

　講習会

　「情報技術の視点から見た
　アーカイブの可能性と展望」

講師：三分一信之（東京大学大学院情報学環特任教授）

日時：2014 年 10 月 22 日（水）16：00̶17：30

会場：芸術資源研究センター共同研究室

　　
　

　芸術資源研究センターでは，アーカイブの理論的な
理解と可能性の共有のため，研究者やアーティストに
よるさまざまな研究会を開催しているが，実際に資料
をアーカイブ化し，維持・発展させていくための技術
的な研究は，もっぱら文系の研究者主体の本学では，
残念ながらおざなりにされがちである。理論と技術（デ
ザイン含む）は両輪であるべきだが，後者が欠けた現
状は，同時期に立ち上げられるべきメディア・サポー
ト・センターの設立が遅れていることにも一因がある。
　本講習会は，本学美術学部独自の授業「総合基礎実
技」のカリキュラムのアーカイブ化に取り組む「総合
基礎実技アーカイブ・プロジェクト」が，実際的な必
要性に迫られながら，上記の欠落を少しでも埋めるべ
く企画したアーカイブ研究会の「番外編」であった。
　招聘した三分一信之氏は，芸術文化に関心を持つ情
報技術者として，東京大学情報学環やポンピドゥ・セ
ンター，アジアの放送・出版人との共同研究によるアー

カイブ構築や支援ソフトウェアの開発にたずさわり，
アーカイブ技術の可能性や問題，世界的動向について
熟知されている方である。
　講習会では，主に次のことが紹介・指摘された。
（1）資料のデジタル化上の留意点（解像度やファイ
ル形式，保存方法など）：
　ここでは，データ保存の方法や場所に加え，資料の
デジタル化においては情報だけでなく情報の物質的支
持体も考慮すること（二次情報，三次情報の重要性），
アーカイブの長期的汎用性の保証は確実ではないこと
（IT 技術のたえまない進化や政治社会体制の変化によ
る）に注意が促された。非物質性が強調されるデジタ
ル・アーカイブの物質的基盤やその限界を再認識しえ
たことはひとつの成果であった。
（2）フランスにおけるラジオとテレビの音声・映像
アーカイブの進展（1970 年代初頭にラジオとテレビ
の映像を対象とした法定納入制度を導入）と，それら
を記述・体系化して活用するためのソフトウェア 
"Lignes de temps"（ポンピドウ・センターの IRI が開発）
の内容：
　ここでは，各シーンを分割して，その箇所に注記や
タグを定義して検索できるようにする工夫など，美術・
音楽にたずさわるわれわれにも縁深い「非言語的なも
の」の検索可能性をどう実現するかという問題が喚起
された。
（3）アーカイブ化されていくさまざまな情報の関連
性をビジュアルに表現するソフト「無為（WuWei）」
の開発とそのデモンストレーション：
　「無為（WuWei）」は，さまざまな情報にタグや注
記を定義し，それらの関連を表現するいわば概念地図
作成ソフトで，三分一氏の開発によるものである。デ
モンストレーションでは，複数の美術家による複雑な
アート・プロジェクトの概念構成がたちまち図式化さ
れ，アーカイブ技術が創造活動を支援しうるものであ
ることが示唆された。
　講演後の質疑も活発で，今後，こうした技術的側面
にも留意したアーカイブ研究がメディア・サポート・
センター設立とともに進められ，研究教育と創造につ
ながることを願ってやまない。　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　 （井上 明彦）

講
習
会
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　共催事業

　「レクチャー＆シンポジウム　中欧の現代美術」

〈京都〉 
日時：2014 年 12 月 6日（土）
第一部 14:00-15:30 　
主催：京都市立芸術大学　
共催：京都芸術センター、ポーランド広報文化センター
協力：国際交流基金
第二部 16:00-19:30　 
主催：京都市立芸術大学　
共催：京都芸術センター、国際交流基金　
協賛：ポーランド広報文化センター　
会場：京都芸術センター 
〈東京〉 
日時：2014 年 12 月 12 日（金）18:00-20:30
主催：国際交流基金　
共催：京都市立芸術大学　
協力：ポーランド広報文化センター　
会場：国際交流基金 JFIC ホール［さくら］

　

　
　2014 年は，中欧に位置するポーランド，チェコ，
スロヴァキア，ハンガリー，すなわちV（ヴィシェグラー
ド）4 国と日本との交流年である。本企画は，この交
流年を記念して，V4 国やその周辺諸国と日本におけ
る芸術を取り上げ，その特殊な歴史的経緯をふまえつ
つ，それぞれの国において芸術がどのように受け継が
れ，また社会においてどのような役割を果たしてきた
のかという点に注目するものである。
　京都と東京との二都市にて開催した。京都会場は二
部構成を取り，第一部では，20 世紀ポーランドを代
表する芸術家の一人であるタデウシュ・カントルと，
そのアーカイブ施設としてこの秋にリニューアル・
オープンしたクリコテカを中心としながら，彼の活動
の意義を探った。これは京都市立芸術大学芸術資源研

究センターの活動の一環であり，また第四回タデウ
シュ・カントル研究会を兼ねた。第二部では，国際交
流基金の学芸員招聘事業で来日中の，V4 とその周辺
国の学芸員たちにそれぞれ報告を依頼することで，こ
の地域が戦後，どのような独自のジレンマや矛盾をか
かえながら冷戦構造に対処したのかを各国の対比とと
もに探り，また現在それがどのような形で継承されて
いるのかを検証した。
　東京では国際交流基金による学芸員招聘事業で来日
中の中欧学芸員より各国の状況の報告を受けるととも
に，ワルシャワ大学のマリア・ポプシェンツカ教授や
中欧美術の専門家を交え，総括としての全体討論を
行った。
　かつてあまり情報が届かず，話題に上ることの少な
かった旧社会主義諸国に近年注目が集まっている。本
年は，V4 と日本の交流年でもあることから，こうし
た国々の文化芸術と日本の関係に注目しながら明らか
にしていくことは，これまでの西欧中心で進められて
きた研究に異なる視点を与えることにもつながり，現
代美術研究にとっても重要な意義深い催しとなった。
　本企画の実現にご協力いただいた皆様に深くお礼を
申し上げるとともに，今回の成果をふまえ，今後の相
互交流や研究を一層進めていこうと考えている。　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　  （加須屋 明子）
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